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昨年来、新型コロナウィルス感染症が私たちの⽣活の隅々に影響をおよぼしています。⼤学と
いう⾼等教育機関も例外ではなく、2020 年度は困難の多い年となりました。感染対策として⼤学
閉鎖措置が取られ、新年度授業の開始を遅らせてオンライン授業を実施する運びとなりました。
ジェンダー研究所の事業についても、研究プロジェクトについてはフィールドワーク調査の機会
が失われ、海外からの研究者招聘や学⽣の海外研修の実施は不可能になりました。早期の状況改
善への期待を抱きながら 1 年間を過ごしましたが、⼤学の状況がコロナ禍以前に戻るのがいつに
なるかは、まだ⾒通せない状態です。 

そうした中ではありますが、ジェンダー研究所では、前向きに研究活動や国際交流を継続する
姿勢を⽰し、いち早く Zoom ウェビナーの導⼊を決定し、7 ⽉から国内外の各地をつないでのセ
ミナーや国際シンポジウムの実施を進めてきました。当初、オンライン開催は⾮常時の代替⼿段
と理解されていたところがありますが、会場への移動を必要としないことから、海外からのゲス
トスピーカーの登壇も⽐較的容易であり、聴衆の数も集会型の開催よりも多くなる傾向がみられ
るなど、オンライン型ならではの成果があることもわかってきました。国際的な研究拠点として
の活動を主眼とするジェンダー研究所の活動が、コロナ禍という状況下でも、こうした利点を活
かして広がっていくことを期待しています。パンデミックは、世界のジェンダー課題を改めて浮
き彫りにしたと⾔えます。ジェンダー研究所が精⼒的に進めてきたグローバルな視点からのジェ
ンダー研究は、今後ますます重要視されるでしょう。 

私は、2019〜2020 年度、グローバル⼥性リーダー育成研究機構⻑として、ジェンダー研究所事
業に携わってまいりました。2021 年度からはお茶の⽔⼥⼦⼤学⻑として、本学のミッションの⼀
翼を担うジェンダー研究所の事業に関わってまいります。また、2015〜2019 年度にジェンダー研
究所⻑を務められた⽯井クンツ昌⼦本学名誉教授が、同機構⻑に就任されますので、機構が進め
る国際的に活躍する⼥性リーダー育成のための国際的教育研究拠点形成活動にも、ますます拍⾞
がかかることと思います。今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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新型コロナウィルス感染症によるາુ༙のパンデミックの影響をण͜た 2020 年度、ジェンダー
研究所も例外ではなく、その活動は⼤きく੏ݸされることとなりました。しかしながら、所⻑、
઒任教ҽ、研究ҽ、研究ܧスνッフ、事務ܧスνッフら、研究所所଒ϟンバーસҽが、研究所の
各झプロジェクトを҈સに継続し、かつݸ⼤࠹の成果をಚるために、研究所のڧ؂やۊ務形態を
੖え、౔⼒を重͸ました。ຘ年⼤きな成果を上げてきたಝพ招聘教授プロジェクトをはͣめ、海
外との実際のߨき来を؜΋研究交流はஇ೨せ͡るをಚませΞでしたが、Ձよりも、݃果としてϲ
Οーοϡルな྘Үで海外ϋットワークを⼀段とکԿ・֨⼤し、新たな成果を上げることができた
ことをうれしく思います。2020 年度も、研究プロジェクトਬ進や国際シンポジウム等の開催に੷
 。いたしますࠄ的に取りૌみ、成果をಚましたことをここにごๅۅ
 海外との実際のߨき来ができない中で、͙り͙りまでܯժを進めていたಝพ招聘教授プロジェ
クトはஇ೨しましたが、これまで当研究所がਬ進してきた国際シンポジウムやセミナーはす΄て
オンラインに移ߨして実ݳすることができました。中でも、進ߨ中の国際ڠ同研究プロジェクト
を中இすることなく、όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤ1718ʥ、νイのΠジΠ޽Ռ⼤学Ӆ⼤学ʤAITʥ
とのオンラインでの国際シンポジウムを実施し、また、,*6 セミナーも 10 ݇主催と、例年通りの
実੹を上げ、オンライン移ߨによりࢂՅ者数がଁՅしたことも実感しております。 
 Ϋϡンパスが⼀時閉鎖されたことにより、教育関࿊事業にも⼤きな影響がありましたことは੥
に༗ྂす΄き事態でありました。授業はオンラインに対໚授業をϔϪンドして実施し、研究所を
๜れる学⽣対Ԣにも、感染のৼഓを࠹ঘݸにする΄くͣΐう΁Ξഓྂしてあたっております。 
 パンデミックはわたしたちの世界に⼤きな଩ܺをもたらしましたが、その中でジェンダーに関
する໲題が新たに঱点Կされたことも事実であります。そのқັでも、所଒研究者の研究はまっ
たくం଼することなく、ʤᶙʥ੕࣑・思૟とジェンダー、ʤᶚʥ⽣৫・ਐରとジェンダー、ʤᶛʥܨ
、移動とジェンダーの̑෾໼で精⼒的に活動を続͜、成果をあげることができました。また・ࡃ
当研究所の൅ߨする学ढ़研究ࢿʲジェンダー研究ʳ2� では、hߺ トランスジェンダーが໲うてき
たことʗਐର・ਕझ・ΠイデンτィτィʱというτーϜでಝ集をૌみ、国内外から⾼い඲Ճを
ಚております。 

申し遅れましたが、わたくしは、⽯井クンツ昌⼦前 ,*6 所⻑ʤ2021 年度より、グローバル⼥性
リーダー育成研究機構⻑ʥの৮をӀき継͙、パンデミックのࠠཛྷの中で、2020 年 � ⽉ 1 ೖに஥任
いたしました。15 年ほど前の &2( での活動以来、しͻらく ,*6 からはԗ͡かっておりましたが、
΀たたび ,*6 の活動にՅわり、以来⼤きな࢘ໍをಚてै実した時間を過ごせることを実感してお
ります。あらためまして、みなさまには、今後ともお茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所の൅ఴに
ご指導・ごࢩԋをࣂりますようなにとͩよろしくお願い申し上げます。 
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